
2017年 TC46 / SC 4総会報告 
安形輝 

日時：2017年 05月 25日（木）9:00- 

場所：South African Bureau of Standards;Pretoria, SOUTH AFRICA 

 

1. Opening of the meeting 

2. Roll call of the delegates 

SC 4議長、SC4事務局、オーストラリア、カナダ、中国、デンマーク、フィンラ

ンド、フランス、日本、韓国、英国、米国、ISO/CS事務局 

3. Adoption of the agenda (N1041)  

  事前の Agendaに ISO/CSの TPMからのプレゼンテーションのみ追加 

4. Appointment of the drafting committee  

Nettie Lagace (USA)、Todd Carpenter (USA)、Sabine DonnardCusse (France)

が決議案作成委員会を構成する。 

5. Approval of the 2016 meeting report (N1015)  

昨年の議事録が承認された。 

5.1 ISO/CS Presentation “What´s new for you 2017”, by TPM Mary Lou Pelaprat 

TPMからの新しいダイレクティブズに関するプレゼンテーションがなされた。 

6. Action items from the previous meetings 

6.1 Standardization of DDI specifications in ISO 

Data Documentation Initiative (DDI) Allianceは昨年の総会でカテゴリ Aのリエ

ゾンとして承認された。2017 年 3 月に SC4 議長と事務局に送付されてきた DDI

を記述する枠組み案について報告された。 

7. Report of the Secretariat (N1042 and voting report N1043)   

 SC 4事務局から N1056に基いて報告がなされた。 

8. Working Group reports and Work Item reporting  

8.1 Working Group reports  

各WGから以下のように進捗状況について報告がなされた。 

8.1.1 WG11 RFID in libraries (N1044) 

WG11に関して現在のプロジェクトリーダが必要な改訂案（Minor revision of ISO 

28560-2:2014）をしてこなかったため、締め切りまでに修正しなければプロジェ

クトリーダを変更する 

8.1.2 WG12 WARC (N1045)  

DIS投票が昨年の 11月に承認された。エディトリアルなコメントしかつかなかっ

たため、ISO 285000:2017として公開される予定である。 

8.1.3 WG14 Interlibrary Loan Transactions (N1046) 



マイナーチェンジであり、FDIS投票のためのWDを事務局に送ったところである。 

8.1.4 WG15 Metadata and protocols for long-term preservation (N1047)  

DIS 投票は 2016 年 11 月に承認されたが、コメントが多数つき、FDIS 投票開始

は 5月 29日までは始められない。この提案についてはすでに長期間検討がされて

おり、国際標準化における機械的な中止手続きが 2017年 5月１3日に起きてしま

う。しかし、いまだにいくつかの課題があるのでリーダは SC4 事務局と CS に対

して延期を求めている。 

8.2 Work item reports   

8.2.1 Revision of ISO 15836 Dublin Core   

SC 4議長により 5月 23日に開かれた会合の概要が報告された。DCMIとの連携

により ISO 15836 Dublin Coreの改訂が検討されている。15コアエレメントを拡

張するために、従来の ISOを Part 1とし、Part 2を新設する。Part 2に関して新

しいWGを作る。 

8.2.2 Activity report of JWG for EPUB (N1048)  

前日の会合に基づいて報告がされた。SC4の関係では EPUBの長期保存に関する

2件の Technical Specificationに NWIPが進行中である。 

8.2.3 Revision of ISO 639   

ISO 639は言語コードの国際標準であり、TC 37/SC 2との JWGとして改訂が検

討されている。進捗状況が思わしくないため、現在の Peter Constableに代わる適

切な専門家を ANSI/NISOの Todd Carpenterが共同リーダ候補を探す。 

8.2.4 ISO standardization of OASIS SRU standard  

SC4議長から OASIS SRU(Search andretrieve via URLs)に関するファスト・ト

ラックでの標準化に関する状況が報告された。文書を ISO のスタイルにあわせる

ための仕事が行われている。 

9.  Registration Agency and Maintenance Agency Reports  

 各 RAから N1049から N1051に関して報告がなされた。特記事項のみ記す。 

9.1 ISIL Registration Authority (N1049)  agentsの数が 29カ国になった。 

9.2 Maintenance Agency ISO 23950 (N1050)  

9.3 ISO 639 RA’s Library of Congress (N1051)  

10.  Liaison Organization reports   

  N1052から N1054に基づいて報告がされた。特記事項はない。 

10.1 Dublin Core Metadata Initiative (N1052)  

10.2 Infoterm liaison report (N1053)  

10.3 ISO/TC 37 liaison report 2017 (N1054)  

11.  National Body reports   

 どの国からも報告はなかった。 



12.  Extension of period of JuhaHakala for 3 years from 2018-01-01 to 2020-12-31 

SC 4 議長 JuhaHakala の任期延長が承認された。TC46/CS での手続きが必要で

ある。 

13.  Other business  

13.1 Co-operation with ISO/TC 154/WG5 to revise ISO 8601  

ISO 8601は Date time関係の国際標準である。その改訂に伴い、TC46全体でリ

エゾンになる。 

14. Future Meeting Schedule  

来年の TC46会合期間中に開催する。 

15. Approval of Resolutions 

TC 46 / SC 4総会において行われた決議は以下のとおりである。 

15-1Change of ISO/TC 46/SC 4/WG 11 Convenor 

WG11のリーダが PrebenAagaard Nielsenから Ole Olesen-Bagneuxへと変更し

た。任期は 2017年 05月 25日から 2017年 12月 31日までである。 

15-2 WG 11 RFID – Minor Revision of ISO 28560-2:2014 

ISO TC 46/SC 4/WG 11に 2017年 9月 1日までに SC4事務局に FDIS投票のた

めの ISO 28560-2:2014の改訂案を提出することを要請する。期日までに改訂案が

提出されない場合にはリーダを変更する。 

15-3 Establishment of a working group forISO 15836-2 Dublin Core 

SC 4事務局が専門家を招集しDublin Core ISO/NP 15836-2のためのWGを 2017

年 7月 30日までに作成する。JuhaHakalaが任期 3年間でWGのリーダとなる。 

15-4 Seeking Co-Convenor for ISO/TC 37/SC 2/JWG 7 onISO 639 revision 

米国の ANSI/NISO の関係者に、ISO 639 の改訂を行っている ISO/TC 37/SC 

2/JWG 7の共同リーダとして適切な専門家がいないか、を確認する。 

15-5 Extension of mandate of JuhaHakala as ISO/TC 46/SC 4 Chair for 3 years from 

2018-01-01 to 2020-12-31 

現在、TC 46 / SC 4議長である JuhaHakalaの任期を 3年間、延長し、2020年

12月 31日までとする。 

15-6 2018 ISO/TC 46/SC 4 Plenary 

次回の SC 4 総会はポルトガルのリスボンで行われる 2018 年 5 月 14 日-18 日の

ISO / TC 46の会合期間中に開催される。 

15-7 Appreciations 

TC 46 / SC 4は TC46事務局である AFNORと今回の会合のホストを行なった南

アフリカの SABSに感謝する。 16. Appreciations  


